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CAr G (CC (A-Tri ch) "GG) box が知られているが， ヒト血管型平滑筋アクチン遺伝子にもフ。ロモ6 





子の結合部位は CArG box である乙とがわかった。この核内因子はゲ、ルシフト法による競合実験より，
他のアクチンアイソフォームに存在する CArG box 並びに， c-fos の血清刺激による発現誘導に関与
する SRECSerum Responsive Element) にも結合しうる乙とが示唆された。
次lζ，乙の CArG box binding factorCCBF) のクローニングを試みた。核内因子の結合が最も強
かった第一イントロン内のCArG box を含むオリゴヌクレオチドをフ。ロープとして， C2 細胞より作製
したえ gtll cDNAライブラリーをスクリーニングしたと乙ろ同じmRNA IC:由来する 2 つのクローンが
得られた。乙のmRNA は全長約1.6kb からなり， 285 アミノ酸をコードしていた。転写因子の特徴とし











in vi tro で、分化誘導可能なマウス C2 筋肉細胞を用いてヒト血管型平滑筋アクチン遺伝子の発現制
御に関与するこ領域を同定した。一方はフ。ロモーター領域，他方は第一イントロン内の領域であり，いず
れの領域にも C2 細胞の核内因子が結合する乙と，さらにはその結合部位は CArG box である乙とを明
らかにした。 CArG box I乙結合する核内因子のクローニンク守を試みたが，今回用いた方法では目的とす
る遺伝子は得られず， CBF のCArG box への結合にはCBF の修飾，あるいは他の因子との複合体の







他のアクチンアイソフォーム及び血清刺激により発現が誘導される遺伝子が持つ CArG box にも結合し
得る事を示し，乙れら遺伝子群の発現調節の少なくとも一部は共通の機構によって担われている可能性を
宅EA? ?唱i
示唆した。
本研究における成果は，今後血管平滑筋細胞における遺伝子発現調節機構を調べる上で貴重な情報を提
供すると共に，アクチン遺伝子群及び血清刺激により発現誘導される遺伝子群の発現調節機構を解明する
上で、大いに役立つものであり，学位論文として価値あるものと認められる。
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